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モンシロチョラ輌め体重減少に？いて苧

三　　浦 正　（応用昆虫学研究室）

　　　　　　　　　　　Tadash1MlIURA

On　the　d1mnut1on　of　bod．y　we1ght　m　the　pupa1stage　of　the

common　cabbage　Butterf1y，P肋sグψαθo脇αzκ2〃o榊BOISDUVAL

　　　　　　　I．緒　　　　言

　昆虫の蝿が体物質を分解してエネルギーとしながら成

虫庫を形成する。この蝿の期間内における生理的変化の

遇程が3期に分けそ考えられるこ一とは多くの人により明

らかにされている。著者は5月の蜻について，蜻化から

羽化にいたる蝿の庫重の測定によつて蜻体内の変化，即

ち体物質の変化の外的な現われを吟味しようとした。叉

これらの変化の量的な面は，温度や湿度によつてどのよ

うに影響されるものかについての実験結果の概要を報告

する。実験や数値の計算た助力された新池伸朗氏，三島

俊氏に厚くお礼を申しあげる。

　　　　　　　皿．実験材料と方法

　供試虫は，1955年・5月申旬学内のキヤベッ畑で生育し

つ㌧あ？た、中令以後の幼虫を多数採集し実験室内でキ

ヤベツ葉をもつて飼育しつ㌧蜻化させ，蝿化後／2時間以

内の偶庫を集めて使用した。踊化個体は直ちに重さを測

定し，直経／．5cm，長さ7cmのガラス管瓶（曄に脱脂綿

を入れその上に濾紙をしいてある）に個庫別に収容し，

所定の温度及び湿度区にそれぞれ10～20頭あて入れ毎日

一定時刻に重さを測定した。温度は20，25，∬C区と

レ，これに5段階の湿度区を配置した。湿度の調節は塩

類の遇飽和溶液による方法をもちいた。即ち43％（炭酸

カリウム）64％（硝酸アンモニウム）84％（臭化カリウ

ム）95％（亜硫酸ナトリウム）／00％（水）である。他に自

然状態即ち自然区がある。

　　　　　　　皿。実　験　結　栗

　踊の期間は各区，各個体によつて日数の長短はあるが，

その差は僅かに／日で，自然状態で／2～／3目であり各温

度では20℃区で10～11日，25oC区で6～7日㌻30コC区で’

5～6日で湿度はいずれも踊期間の日数に対する影響は認

められなかつた。これらを整理して示レたのが第／図で

ある。．雌雄差は判然としない。蝿の大きさは幼虫時代の

食物やその他の環境の支配が大きいし，各区における供
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　試個体が少ないから重さの記載は意味が薄弱になつてく

るが，蜻期間内の体重滅少量と共にそれらの統計量を第

／表に示す。各区の蝿化日における重量と蜻期間内の減

少量を調べてみると，隻れらの間には相関があるように

みかけられたので減少率を求めて第2図に示したぷ滅少

率を蝿期間の日数で割つて／日当りの減少率を求めたの

が第3図である。この減少量が鯖の期間を通じてどのよ

うな変化をたどるかを明かにするために示レたのが第4

図である。この図は減少量の絶対値が各区について平均

して不してある。

源滅少率コ蜻期間内の滅少量x100
　　　　　　蝿化日の体重
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a）春の蝿め蝿化から羽化までの目数

　モンシロチョウの春の踊は，島根県下の気象条件下で

は大体，蝿化してから／2～／5日で羽化して成虫が出現す

るもσと考えられ，温度が高くなる程踊期間は短縮され，

30〕Cの恒温下で僅か5～6日であるが，このようなことは．
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第4図踊の体重の滅少量曲線
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一般に昆虫の発育と温度の関俸にみられ糺43％カ・ら10

0％の湿度はこれらの日数には影響していない。

b）　蝿莫掲闇内における俸重の滅少

　蜻の体重減少の起る原因として，呼吸量や水分発散作

用が考えられるが，呼吸f乍用！こよる体重変化について・

　5）小泉は呼吸係数の面から，RQ＝0．7272でO・＝C02で

RQ＞0．72ア2の時C02〉O・で体重減少を，RQ〈O．72

72でC02〈02で体重増加が起るとし，一般に生物のR

Qは0．6～／の間にあるからこれらの影響は極めて僅少

で殆ど無視してもよいと述べている。本虫の場合もそう

だとすれぱ，蜻の貯蔵物質の酸化分解によつて生ずる物

質代謝水の発散に，その原因があると考える。本実験の

場含，こあ減少量は各処理区によつて異り，各個体につ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30
湿産（％）43　　　　64　1　　　84　　　　95　　　　100

　　踊化後の日数（踊化日を／日としてある）　実線9
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　点線♂

　いてみると，蜻の大きさと減少量には関係があるから個

　体間の滅少率の差ば少くなつている。減少量は第／表で

　わかるように，最高減少量は30．C34％区の0．0356mgで

　最少は25．C／00％区の0．0090m－9であり，この範囲内で

　各区ともに減少している。第2図でも明かな如く，鯖の

期間を通じてみると，湿度が43％位の低い時は温度が高

　くなる程踊期間内の減少率は増すが，64～84％の湿度の

場合と95～／00％の高湿度では，温度による差が明瞭で

　なくなる、即ち鰯期間内の減少率は極端な低湿の場合は

別として環境湿度によつて，或る一定範囲内の減少率を

示すことになる。踊期間を通じての絶対滅少率は低湿の

場合を除き，或る範囲内で一定の値を示すのであるが，

　このことは高温になると踊期間が短縮されるカ；ら，／日

当りの減少率が高くなることである。第3図参照，各温

度や湿度区で判然としなかつた減少率は，／日単位で比

較するζ高温度，低湿区＝程大きく／日当りの減少率の差

　も湿度が高くなるにしたがつ⊂塵かになつてくる。これ

　らのことからして踊期間内の体重の減少量は，自然状態

で成虫に変態するためには最初の体重の約／2％が消耗，

異化されなけれぱならないということを意味しているの

。で峠なく・踊化して成虫になる京でに・踊のおかれた環

境内で或る範囲内で変化することの可能な量である。即

ち踊化から羽化1千いたる期間に必要な物質の量は一宰の

値をもつものでなく，温度や湿度によつてある程度この

一量を変化させることが出来るし，叉変化しても発育に差

　しつかえないのである。1

C）滅少量曲線
　第3図の無処理（自然区）をみると踊化2日目に高い

減少量を示し，以後急に少くなり再び徐々に量を増し羽
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化前日は急激な増加を示す。これをみても明らかに，前
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）
期，申期，後期と区別ができる。このような曲線は福田
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）
が蠕の発育にともなう呼吸量g変化で・小泉は蠕の水分

発散量で，渡辺は踊体内の水分量の変化簡線で認めてい

るほか，一般に毘虫の踊の立ネルギー生産がU型曲線に

したがうことが知られている。著者は本虫の水分発散量

や踊体水分量，呼吸量などを測定していないが．これら

が体重減少量曲線と深い関係にあることは容易に考えら

れる。特に度辺が，蚕の踊で測定した蠕体水分量の変化

曲線によく似ている。この曲線からも，踊期間申に体内

で生化学的変化が3期に分かれて行われていることがわ

かる。この曲線は温度が高くなると踊期間が短縮される

から中期が短いか叉は中期と後期との区別が不可能な，

極めて不規則な曲線になるが，しかし一般には申期の短

いy型かそれに類似した型になつている。高温区のある

ものでは羽化する前に一度減少量の多い山があらわれ羽

化前日は減少量が少い場合もみられた。温度の低い時は

蝿期間が比較的長く物質代謝はU型曲線になり。高温に

なるにつれて踊期間が短くなりヲ組織解離から組織創生

が速かに行われるために言曲線の型が下か叉はそれに類

似した型となつてあらわれるのである。この踊の場合，

体重滅少量や線は踊期間の長短に関係してその型が変化

するものと思う。体重減少量曲線の埴は踊期間を通して

温度によつて間接的に影響されるが，減少量そのものは

湿度による影響が大きいように考えられる。このことか

ら体内の物質の消粍や異化の過程，そして量的な問題は，

この減少量曲線の型が変つても殆ど変化していないので

はないかと考える。

　　　　　　　　Y・摘　　　　要

　／955年5月，実験室内で踊化したモンシロチョウの蝿

の体重を毎日測定して，踊期間申における体重の変化の

状態から，踊体内の変化の遇程や量的な面を吟味し，温

度や湿度の影響も検討した。

1）踊期間は，5月申旬の気象環境においては，約／2～／5

日である。恒温環境の20つCで／0～／／目。25jCで6～7日，二

50っCで5～6日であつた。これらの各区において湿度の

影響は認められなかつた。

2）踊期間内における体重の減少量は，自然状態で最初

の体重の約／2％であり，減少量の最高は，30っC43％区の

約／3％，最低は20．C／00％区の約5％であつた、この減

少量は高温で低湿の場合程多くなる。したがつて踊期間

申の体重の滅少量は一定したものではなく，体物質の消．

耗や異化する量は或る範囲内で変化する。

3）減少踊の変化は，自然状態でU型になる。この曲線

で示される踊体内の生理的変化を，前期，申期，後期に

分けて考えることができるが，曲線の型は高温になるに

したがつて，申期，後期の区別が困難になるが，これは

高温で踊期間が短縮されることによつて変形されるもの

と考えられる。滅少量曲線の型と蠕期間申の絶対減少量

との間には殆ど関係がみられなかつた。

4）蠕期間申の砕重の滅少量はヨ成虫の大きさに影響を、

及ぼすように思われる。
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In　th1s　experment，the　re1at1on　between　the　cha－

nge　of　bod－y　we1ght1n　the　pupa1stage　of　the　co・

mm。。。。bb．g．b．tt・・f1篶Rθんグ・卿C㈱肋仰

BOISDU▽ALand．the　temperature　and　hum1d1tywere

エnvest1gated　The　resu1ts　are　su㎜mar1zed　as　fo11－

0WS．
1．　The　duration　of　pupa　was12～13days　on　the

open　fユe1d－1n　lMlay，1n　Sh1m－ane　Prefecture，and－10

（一11daysat2『Cofart1f1c1a1tempeエature6～7

days　at25oC，and－5～6days　at30oC，huエnidity　hav㌧

ing　nO　inf1uenCe　On　it．

2．　T｛e　bod－y　weight　after　the4uration　of　pupa，

d1＝mm1shed　byユ2％of　the　ongmal　body　we1ght1n

the　open　f1e1d　The　h1ghest　dユコm1nut1on1n　art1f1c1a1

tempera．ture　was　seen　to　be13％at300C　in43％

hum1d一ユty　and　the1owest3％at20℃m　lOO％

humi砒v．I

3．　The　d1m1nut1on　CurYe1s　U－shaped　m　the　open

fie1d，but　the　shape　under　went　a　certain　lmodifi－

cation　in　higher　ternperature．

　　7）
※梅谷より引用
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第1表 踊の体重と踊期間申の滅少量
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